
令和４年度令和４年度 当初予算の概要当初予算の概要

　令和４年度予算が３月定例議会において可決されました。　令和４年度予算が３月定例議会において可決されました。
　一般会計予算96億1,300万円、特別会計予算は56億6,024万円、総額予算152億7,324万円となりました。　一般会計予算96億1,300万円、特別会計予算は56億6,024万円、総額予算152億7,324万円となりました。

　（令和４年３月１日現在の人口で算出）　（令和４年３月１日現在の人口で算出）

9696億億1,3001,300万円の使い道万円の使い道一般会計

町民1人あたりに 使われる予算 町民1人あたりが 負担する税額

313,321円 123,940円

一般会計歳入

歳 入
町税

38億259万円
39.5％

町税
38億259万円
39.5％

国庫支出金
14億806万円
14.6％

国庫支出金
14億806万円
14.6％

地方交付税
11億2,000万円
11.7％

地方交付税
11億2,000万円
11.7％

繰入金
10億6,680万円
11.1％

繰入金
10億6,680万円
11.1％

県支出金
7億7,461万円
8.1％

県支出金
7億7,461万円
8.1％

各種交付金
6億6,658万円
6.9％

各種交付金
6億6,658万円
6.9％

町債
3億1,610万円
3.3％

町債
3億1,610万円
3.3％

諸収入等
2億7,934万円 2.9％

諸収入等
2億7,934万円 2.9％

地方譲与税
1億1,200万円
1.2％

地方譲与税
1億1,200万円
1.2％ 分担金・負担金

6,692万円
0.7％

分担金・負担金
6,692万円
0.7％

■用語の説明
▶自主財源
　町税など、自主的に収入として得ることができる財源
▶依存財源
　国や県により決定された額を交付されたり、割り当てられたり
　する財源
▶地方交付税
　地方公共団体が等しくその行うべき事務を遂行できるよう、一
　定の基準により国から交付されるお金
▶国庫支出金
　国から地方公共団体に支出される補助金や委託金
▶町債
　町がさまざまな事業を行う際に、借り入れるお金

は自主財源は自主財源
は依存財源は依存財源

　

歳
入
の
39
・
５
％
で
自
主
財
源
の
大
部

分
を
占
め
る
町
税
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
減
少
す
る
こ

と
を
見
込
み
、
２
億
１
０
３
万
円
の
増
額

と
し
ま
し
た
。
（
前
年
度
比
５
・
６
％

増
）

　

国
庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
国
負
担
金
の
増

な
ど
に
よ
り
、
１
億
８
９
１
２
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
す
。(

前
年
度
比
15
・
５
％

増)

　

依
存
財
源
で
も
あ
る
地
方
交
付
税
は
、

国
が
発
表
し
た
地
方
財
政
対
策
の
内
容
を

踏
ま
え
、
８
０
０
０
万
円
の
増
額
と
し
ま

し
た
。(

前
年
度
比
７
・
７
％
増)

　

町
債
（
町
の
借
入
）
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
等
の
減
に
よ
り
３
億
３
５
２
０
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
前
年
度
比

51
・
５
％
減
）

　

繰
入
金
は
財
政
調
整
基
金
の
増
な
ど
に

よ
り
、
３
億
９
８
３
９
万
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。(

前
年
度
比
59
・
６
％
増)

　

昨
今
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

事
業
の
必
要
性
お
よ
び
緊
急
性
な
ど
を
十

分
に
検
討
し
、
徹
底
し
た
抑
制
を
行
う
と

と
も
に
、
社
会
保
障
事
業
や
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
各
計
画
に
基
づ
い
た
事
業

歳
入
の
特
徴

歳
出
の
特
徴
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■主な歳出性質分類

■一般会計・特別会計・企業会計当初予算■一般会計・特別会計・企業会計当初予算

一般会計歳出

歳 出
民生費

37億9,850万円
39.5％

民生費
37億9,850万円
39.5％

総務費
13億1,503万円
13.7％

総務費
13億1,503万円
13.7％

教育費
10億4,551万円
10.9％

教育費
10億4,551万円
10.9％

公債費
10億1,409万円
10.6％

公債費
10億1,409万円
10.6％

土木費
9億5,495万円
9.9％

土木費
9億5,495万円
9.9％

衛生費
7億2,817万円
7.6％

衛生費
7億2,817万円
7.6％

消防費
4億1,334万円 4.3％

消防費
4億1,334万円 4.3％

農林水産業費
1億6,439万円
1.7％

農林水産業費
1億6,439万円
1.7％

議会費
1億703万円 1.1％

議会費
1億703万円 1.1％ 商工費

5,178万円　0.5％
商工費

5,178万円　0.5％
予備費・諸支出金
2,021万円　
0.2％

予備費・諸支出金
2,021万円　
0.2％区分 予算額 構成比

補助費等
（補助金や負担金、税金の還付などの費用） 20 億 318 万円 20.8%

扶助費
（子育て、教育、健康・医療などの費用） 19 億 4,040 万円 20.2%

人件費
（職員の給料や手当などの費用） 16 億 7,343 万円 17.4%

物件費（備品などの購入経費や委託料、
光熱水費などの費用） 14 億 7,212 万円 15.3%

公債費
（借金の返済に要する費用） 10 億 1,409万円 10.6%

繰出金
（一般会計から特別会計に支出する費用） 8 億 870 万円 8.4%

普通建設事業費
（道路や施設の建設経費などの費用） 4 億 5,842 万円 4.8%

その他 2 億 4,266 万円 2.5%

の
推
進
を
図
り
、
将
来
の
財
政
負
担
等
を

考
慮
し
た
う
え
で
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

39
・
５
％
を
占
め
る
民
生
費
で
は
、
児

童
や
高
齢
者
、
障
害
者
へ
の
福
祉
施
策
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
保
育
所
に
お
け

る
保
育
士
等
に
対
す
る
処
遇
改
善
の
た
め

の
補
助
金
交
付
を
行
い
ま
す
。
（
前
年
度

比
１
・
３
％
増
）

　

総
務
費
は
、
長
お
よ
び
議
会
議
員
選
挙

や
参
議
院
議
員
総
選
挙
と
い
っ
た
各
選
挙

費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
は
旧
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
解

体
に
向
け
た
設
計
業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
０
・
４
％
増
）

　

教
育
費
で
は
、
七
本
木
小
学
校
屋
外
ト

イ
レ
の
改
築
工
事
や
統
合
型
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
教
育
環
境
の
改
善
、

整
備
を
行
い
ま
す
。
（
前
年
度
比
８
・
６

％
増
）

　

土
木
費
で
は
、
神
流
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ

ー
ド
や
児
玉
工
業
団
地
線
の
整
備
継
続
な

ど
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
係
る

事
業
お
よ
び
駅
北
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
た
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

（
前
年
度
比
70
・
４
％
増
）

　

衛
生
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
関
連
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
各
種
予
防
接
種

や
が
ん
検
診
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
前
年
度
比
１
・
７
％
減
）

　

政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
先
行
き
不
透
明
な
状
況
の
中
、
成
長
と
分

配
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
、
成
長
戦
略
、

分
配
戦
略
に
基
づ
い
て
予
算
を
重
点
配
分
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
を
柱
に
、

適
切
か
つ
効
果
的
な
支
出
を
推
進
す
る
予
算
編

成
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

　

町
で
は
「
第
５
次
上
里
町
総
合
振
興
計
画
」

を
主
軸
と
し
、
町
の
将
来
像
を
「
ひ
と
・
ま

ち
・
自
然
が
共
に
輝
く
„
ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ
ン　

か
み
さ
と
“
」
と
掲
げ
、
各
施
策
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
推
進
さ
れ
、
調
和
の
と
れ
た
「
ハ
ー
モ
ニ

ー
タ
ウ
ン
」
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
も
「
選
ば
れ
る
町
、
住
み
続
け

た
い
町
」
の
実
現
に
向
け
て
、
最
大
限
の
努
力

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

区分 会 計 名 令和４年度
予算額

令和３年度
予算額

増減率
（％）

一般会計 96億1,300万円 90億3,200万円 6.4

特
別
会
計

国民健康保険 31億2,888万円 30億4,217万円 2.9

介 護 保 険 21億3,879万円 19億5,732万円 9.3

後期高齢者医療 3億7,088万円 3億1,609万円 17.3

農 業 集 落
排 水 事 業 2,169万円 1,665万円 30.3

企
業
会
計

水 道 事 業 9億7,068万円 9億1,912万円 5.6

下 水 道 事 業 6億942万円 5億623万円 20.4

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方※①1万円未満四捨五入※①1万円未満四捨五入

　②水道事業および下水道事業は収益的支出と資本的支出の合計額です。　②水道事業および下水道事業は収益的支出と資本的支出の合計額です。
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令和４年度令和４年度 主な事業と予算主な事業と予算
主な事業と予算額を、町の基本政策に基づき紹介します。(特別会計含む)主な事業と予算額を、町の基本政策に基づき紹介します。(特別会計含む)

◎…新規事業 ○…一部新規事業 1万円未満四捨五入◎…新規事業 ○…一部新規事業 1万円未満四捨五入

新型コロナウイルスワクチン接種新型コロナウイルスワクチン接種

健やかで安心なまち

快適で安全なまち

実り豊かなまち みんなで支えあうまち

人が輝くまち

・予防対策事業　　　　　　　　　　　　　　　２億6,768万円
　各種予防接種（新型コロナウイルスワクチン接種）や検診への

助成等により健康増進に取り組みます。
・老人福祉事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　864万円
　高齢者の健康保持、生活の安定のための事業を行います。また、

昨年度に引き続き、こむぎっち号を利用できない高齢者に対し
タクシー運賃の補助を行います。

・地域子ども・子育て支援事業　　　　　　　　　　3,123万円
　地域の子ども・子育ての支援や各種事業充実を図ります。また、

今年度も出産祝記念品等の贈呈を行います。

・児玉工業団地線事業　　　　　　　　　　　　１億1,334万円
　県道上里鬼石線の本郷Ｔ字路から児玉工業団地までを結ぶ道路

整備を行います。
・神流リバーサイドロード事業　　　　　　　　　　6,621万円
　上里スマートインターチェンジから県道藤岡本庄線を結ぶ道路

整備を行います。
・橋りょう維持事業　　　　　　　　　　　　　　　7,282万円
　橋りょうの安全確保のため点検業務を行います。
・駅北まちづくり事業　　　　　　　　　　　　　　4,193万円

神保原駅再整備の調査・検討や大型商業施設跡地の土地取得に
向けた調査業務を行います。

・農業振興事業　　　　　　　　　　1,344万円
　新規就農や環境保全型農業に取り組む農業者へ

の支援および認定農業者など担い手農家の育成、
地元農産物の地域消費の拡大等に取り組みます。

・商工業振興事業　　　　　　　　　3,147万円
　町商工会補助金や指定企業施設奨励金の助成等

により、地域経済の活性化を図ります。昨年度
に引き続き、新規創業者への助成を行います。

◎情報ネットワーク事業　　　　　　8,301万円
　役場業務のデジタル化に向けたシステム調達や

セキュリティ強化など、ＤＸ（デジタル・トラ
ンスフォーメーション）推進に取り組みます。

・児玉郡市広域市町村圏組合負担金　　
　　　　　　　　　　　　　　　７億3,084万円
　本庄児玉地域の消防・清掃業務を実施する組合

への負担金です。 

〇小・中学校管理運営事業　　　　　　　　　　１億5,610万円
　教育環境の改善、充実を図ります。今年度は、七本木小学校屋

外トイレの改築工事を行います。
〇体育施設管理運営事業　　　　　　　　　　　　　2,813万円
　多目的スポーツホールの計画改修に向けた設計業務を行います。

神流リバーサイドロード神流リバーサイドロード

多目的スポーツホール多目的スポーツホール
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町
長
コ
ラ
ム
山
下
　
博
一

43

新
神
流
川
橋
　
開
通
間
近
に

　
先
月
、
新
神
流
川
橋
上
り
車
線

の
床
版
工
事
が
完
了
し
た
と
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
長
さ
７
２
９

メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
で
橋
全
体
の
半

分
が
完
成
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
使
わ
れ
た
鋼
製
ボ
ル
ト
は
約

12
万
本
。
床
版
を
目
視
す
る
と

ま
っ
平
ら
に
見
え
ま
す
が
、
実
際

は
空
に
向
か
っ
て
凸
状
に
湾
曲
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
橋
の
重
さ
は

３
０
０
０
㌧
以
上
。
と
こ
ろ
が
驚

く
こ
と
に
気
温
に
よ
っ
て
橋
桁
が

伸
び
縮
み
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
伸
縮
を
呑
み
こ
め
な
い
と
橋

桁
が
外
れ
落
下
し
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
あ
そ
び
が
生
ま
れ
、
こ
れ

が
伸
縮
を
調
節
し
落
下
を
防
止
す

る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
後
、
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
、

今
年
の
う
ち
に
暫
定
で
上
下
各
１

車
線
の
橋
と
し
て
供
用
さ
れ
ま
す
。

橋
桁
の
色
は
周
囲
の
環
境
と
調
和

す
る
よ
う
に
黄
緑
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
木
橋
に
代
わ
っ
て
、

鋼
鈑
桁
橋
の
現
在
の
神
流
川
橋
が

開
通
し
た
の
が
１
９
３
４
年
９
月
。

人
間
に
例
え
れ
ば
88
歳
の
長
寿
で

す
。
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
１
日

も
休
む
こ
と
な
く
児
玉
郡
は
も
と

よ
り
関
東
信
越
の
人
流
、
物
流
を

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
感
謝

で
す
。
下
り
車
線
の
工
事
は
現
橋

と
重
な
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
現

橋
を
橋
脚
を
含
め
て
撤
去
し
て
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　
新
橋
の
暫
定
供
用
に
よ
っ
て
本

庄
道
路
の
整
備
も
大
き
く
前
進
し

ま
す
。
深
谷
バ
イ
パ
ス
、
熊
谷
バ

イ
パ
ス
、
上
尾
道
路
、
新
大
宮
バ

イ
パ
ス
と
一
体
と
な
っ
て
県
内
を

南
北
に
縦
貫
す
る
一
大
動
脈
が
、

町
内
を
走
る
こ
と
に
な
る
の
も

そ
う
遠
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

渋
滞
緩
和
や
死
傷
事
故
防
止
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
経
済
の
発
展
や
災

害
時
の
緊
急
輸
送
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
さ
で
す
。
上

毛
三
山
を
天
然
の
屏
風
に
す
る
新

神
流
川
橋
は
間
違
い
な
く
新
た
な

名
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
大
宮
国
道
事
務
所
で
は
、
渡
り

初
め
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
工
事
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
町
民
に

ご
自
分
の
足
で
新
橋
を
渡
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
取

り
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▲新神流川橋

４月１日から４月１日から 役場組織の一部が変更となります役場組織の一部が変更となります
より効率的な業務が行えるように、役場組織の一部を変更し、課名等が変更になります。

課名 係名

まち整備課

都市整備係

公園管理係

道路管理係

課名 係名 主な業務内容

まちづくり推進課
【☎71－6511】

都市整備係 都市計画・まちづくり業務

施設管理係 公園・町営住宅の管理

学校教育課

学校教育
指導室

道路整備課
【☎35－1227】 道路整備係 道路・水路に関する事務

境界に関すること

教育総務課
【☎35－1246】

教育指導課
【☎35－1247】

問合せ…総務課秘書職員係【☎35－ 1234】

≪変更前≫ ≪変更後≫

5 広報かみさと No.635


